
クワシントメタマバエの幼虫発生消長調査による防除適期の簡易把握法

(蚕試 環 境部)

上.背 景とねらい

クワシントメタマバエの薬剤防除法としては、土中から羽化してくる成虫を対象とした微粒剤に

よる地表面散布と、芽を加害している幼虫を対象とした液剤による頂芽散布がある。発生期間が長

期にわたり、かつ、その消長が毎年のように変わる本種の生態は、薬剤散布の時期設定を困難にし

ている。そこで、ある程度の被害を容認しつつも実際の発生消長にあつた効果的な防除適期の簡易

把握法を検討ヒノたo

2.技 術の内容

1)ヘ ッドルーペによる幼虫寄生芽数の調査法 (ヘッドルーペ法 )

(1)準 備するもの :ヘッドルーペ。先細ビンセット、数取り器。

(2)調 査対象 :例年多発固場または生育診断圃場

(3)調 査期間 ・調査間隔 :春切桑園では7月 1日 から8月 11日まで、夏切桑園では7月 11日か

ら9月 1日 まで、半旬毎あるいは 1週間ごとに継続調査する。

(4)調 査方法 :ヘ ッドルーペを装着し、圃場で立毛中の桑の頂芽30芽を無作為に選び、静かに

解剖 ・観察 tノ、幼虫が寄生している芽数を記録する。

2)幼 虫寄生芽数の消長

(1)ヘ ッドルーペ観察による幼虫寄生芽数の消長は、頂芽を採集にン、室内での実体顕微鏡観察

による精査法とほぼ同様なパターンを示し、特に孵化まもない若齢幼虫を含まないそれと近

似ヒフたパターンを示した。

(2)幼 虫寄生芽数の消長は、株間に設置した水盤に捕提された老熟幼虫数の消長と関連がみら

れた。

3)防 除適期の簡易把握法

前回の調査より幼虫寄生芽数が多く観察された時期を、液剤による頂芽散布の適期と判断す

る。さらに次回の調査でも幼虫寄生芽数がさらに多く観察された場合、その 1週間以内をダイ

アジノン微粒剤 F等 による地表面散布の適期と判断する。

3.指 導_上の留意事項

1)実 体顕微鏡観察に比ベヘッドルーペ観察で↓ま孵化まもなぃ幼虫の識別
・確認が困難なため、

幼虫寄生芽数が小さい数値でも、実際の被害はそれより高くなることを念頭におくことと

2)調 査は外見上被告のみられな↓`健全芽を対象とすると

3)本 種幼虫の発育は急激なため1調査間隔は半旬毎あるいは1週間毎とする。    |
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4.試 験成績の概要
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(19 9 3年 、水沢市、蚕試楠内岡場、春切案囲)

無作為に抽出した頂芽 30芽 当たりの幼虫寄生芽数

● ;ヘッドルーペ観察

□ ;実体顕微鏡観察 (若齢から老熟までの全幼虫を含む)

△ :実体顕微銃観察 (着齢幼虫含まず)        ‐  ‐

⇒ ;頂芽散布適期 ⇔ ;地表画散布適期
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